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ＪＡの概要

１．機構図
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２．役員構成（役員一覧）
（令和元年６月現在）

役 員 氏 名 役 員 氏 名

代 表 理 事 組 合 長 山 内 敏 理 事 加 藤 和 夫

代 表 理 事 専 務 成 田 清 行 理 事 村 岡 嘉 夫

代 表 理 事 常 務 村 上 勝 憲 理 事 佐 藤 秀 長

代 表 理 事 常 務 佐 藤 佳 克 理 事 工 藤 友 良

代 表 理 事 常 務 田 中 究 明 理 事 野 宮 正 美

会 長 理 事 阿 保 直 延 理 事 葛 原 慶 仁

理 事 佐々木 宗 範 理 事 相 馬 由美子

理 事 種 市 誠 理 事 木 立 恵 子

理 事 長 内 純 久 代 表 監 事 中 村 勝 一

理 事 成 田 義 仁 監 事 大 崎 幸 次

理 事 奈 良 寧 監 事 津 川 博 征

理 事 川 口 悦 郎 監 事 大 川 喜 慎

理 事 工 藤 智 章 監 事 三 戸 美 幸

理 事 内 山 富 博 監 事 芳 賀 武 美

理 事 相 馬 栄 一 監 事 樋 口 哲 司

理 事 大 川 重 紀 監 事 山 口 貴 佳

理 事 福 原 峰 人 常 勤 監 事 兼 平 俊 一

（注）１．監事 兼平俊一は農協法第30条第12項に定める員外監事です。
２．監事 兼平俊一は農協法第30条第13項に定める常勤監事です。

３．組合員数
（単位：人、団体）

区 分 平成29年度 平成30年度 増 減

正組合員 10,232 10,111 △ 121

個 人 10,196 10,070 △ 126

法 人 36 41 5

准組合員 7,523 7,574 51

個 人 6,881 6,941 60

法 人・そ の 他 の 団 体 642 633 △ 9

合 計 17,755 17,685 △ 70
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４．組合員組織の状況
（令和元年６月30日現在）

組 織 名 代 表 者 構成員数
津軽みらい農協女性部 工 藤 美津江 922 名
津軽みらい農協青年部 七 戸 健一郎 404 名
津軽みらい農協りんご部会 － 54 団体
津軽みらい農協もも生産協議会 倉 内 信 一 3 団体
津軽みらい農協りんご共同防除連絡協議会 東 良 一 6 団体
津軽みらい農協認定農業者連絡協議会 佐 藤 利 光 7 団体
津軽みらい農協トマト部会 山 口 知 治 307 名
津軽みらい農協八甲田高冷地野菜部会 比 内 保 幸 80 名
津軽みらい農協花卉部会 工 藤 誠 志 66 名
津軽みらい農協アスパラガス部会 藤 林 幸 正 152 名
北ＣＥ利用者連絡協議会 佐 藤 功 410 名
平川ＣＥ利用者連絡協議会 今 井 三 男 851 名
津軽みらい農協肉牛生産部会 谷 川 信 秀 3 名
大川記念農業教育基金協会 鎌 田 美 春 189 名
津軽みらい農業者政治連盟 斎 藤 毅 200 名

黒

石

地

区

津軽みらい農協黒石地区支部長協議会 佐 山 孝 文 97 名
津軽みらい農協黒石地区りんご共同防除連絡協議会 東 良 一 17 団体
津軽みらい農協黒石花卉部会 今 谷 修 13 名
津軽みらい農協黒石トマト部会 宇 野 誠 78 名
津軽みらい農協黒石そさい部会 佐 山 健 蔵 17 名
津軽みらい農協黒石アスパラ部会 藤 林 幸 正 41 名
津軽みらい農協黒石ブルーベリー研究会 館 野 慎 一 35 名
津軽みらい農協黒石農業青色申告会 工 藤 勝 彦 193 名
津軽みらい農協黒石地区もも栽培研究会 倉 内 信 一 13 名
津軽みらい農協黒石地区良品質米栽培部会 成 田 和 彦 38 名
津軽みらい農協黒石地区年金受給者友の会 三 上 淑 彦 1,898 名

平

賀
・
田

舎

館

地

区

津軽みらい農協鵬和会連絡協議会 三 浦 哲 治 25 団体
田舎館村農事実行組合連絡協議会 清 藤 博 英 21 団体
津軽みらい農協みなみ地区りんご共同防除連絡協議会 山 内 誠 41 団体
津軽みらい農協みなみ地区りんご栽培指導協力会 葛 西 厚 平 20 名
津軽みらい農協園芸生産出荷協議会 斎 藤 久 嗣 6 部会
津軽みらい農協平賀水稲生産組合連絡協議会 小山内 忠 道 20 団体
南八甲田高原野菜生産組合 比 内 保 幸 40 名
津軽みらい農協平賀青色申告会 長 内 義 昭 456 名
津軽みらい農協田舎館村農業青色申告会 稲 葉 明 彦 161 名
津軽みらい農協津軽もも生産部会 今 井 昇 56 名
津軽みらい農協平賀基幹支店管内年金友の会 － 7 団体
津軽みらい農協田舎館支店年金受給者友の会 － 937 名

尾
上
地
区

尾上みらい会 小 森 芳 則 75 名
津軽みらい農協尾上地区りんご共同防除連絡協議会 角 田 盛 正 5 団体
津軽みらい農協尾上一般果樹部会 村 上 幸 雄 19 名



79

組 織 名 代 表 者 構成員数

尾

上

地

区

津軽みらい農協尾上トマト部会 山 口 知 治 41 名
津軽みらい農協尾上野菜部会 西 谷 英 治 34 名
津軽みらい農協尾上花き部会 岩 崎 良 治 13 名
津軽みらい農協尾上華姫会 森 内 勇 治 15 名
津軽みらい農協尾上ぶどう部会 山 口 辰 弘 14 名
津軽みらい農協尾上水稲生産組織連絡協議会 佐 藤 幸 久 13 団体
尾上大豆作業受託組合 對 馬 忠 法 12 名
津軽みらい農協尾上農業青色申告会 山 口 辰 弘 120 名
津軽みらい農協尾上支店年金友の会 白 戸 与一郎 188 名
ＪＡ無人ヘリコプター受託組合 工 藤 憲 児 17 名

常

盤

地

区

常盤みらい会 伊 藤 寛 美 49 名
津軽みらい農協常盤りんご共同防除組合連絡協議会 齋 藤 喜洋道 2 団体
津軽みらい農協ときわりんご栽培協議会 對 馬 俊 秋 47 名
津軽みらい農協ときわにんにく部会 對 馬 伸 吾 135 名
津軽みらい農協ときわソサイ研究協議会 對 馬 伸 吾 6 団体
津軽みらい農協ときわ夏秋トマト部会 三 浦 秀 男 7 名
津軽みらい農協ときわアスパラガス部会 石 澤 宣 昭 34 名
津軽みらい農協ときわ花卉部会 山 内 壮一郎 6 名
津軽みらい農協ときわいきいき野菜部会 鈴 木 理 樹 7 名
津軽みらい農協ときわかあさんの店 古 川 苑 子 18 名
津軽みらい農協ときわ良質米生産部会 三 浦 浩 二 247 名
津軽みらい農協ときわ有機農産物部会 古 川 徹 3 名
津軽みらい農協ときわいきいき住宅友の会 葛 西 諭 10 名
津軽みらい農協常盤農業青色申告会 古 川 正 衛 62 名
津軽みらい農協常盤支店年金受給者友の会 － 966 名

石

川

地

区

石川みらい会 相 馬 亨 35 名
津軽みらい農協石川地区りんご共同防除連絡協議会 工 藤 幸 宗 110 名
津軽みらい農協石川地区ぶどう生産部会 斎 藤 晴 彦 12 名
サンフェスタいしかわ友の会 伊 藤 より子 135 名
津軽みらい農協石川農業青色申告会 工 藤 秀 之 100 名
いしかわあっぷるスターズ（りんご減農薬） 工 藤 貞 光 11 名
津軽みらい農協石川支店年金友の会 － 467 名

板

柳

地

区

板柳みらい会 齋 藤 貞 邦 35 名
津軽みらい農協板柳りんごＳＳ部会 葛 西 雅 人 111 団体
津軽みらい農協板柳葉とらずりんご「葉衣」研究会 成 田 英 雅 21 名
津軽みらい農協板柳園芸部会 山 内 靖 久 31 名
板柳ライスセンター連絡協議会 工 藤 彦 治 22 名
津軽みらい農協板柳町農業青色申告会 三 戸 清 74 名
津軽みらい農協板柳地区年金友の会 － 1,375 名
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５．特定信用事業代理業者の状況
該当はありません。

６．地区一覧
市 町 村 区 域

弘 前 市
大字湯口、黒滝、五所、水木在家、紙漉沢、坂市、藤沢、相馬、大助、藍内、沢田、
一町田、植田、兼平、葛原、熊嶋、五代、駒越、新法師、高岡、高屋、龍ノ口、常盤
野、鳥井野、新岡、如来瀬、鼻和、百沢、真土、宮地、八幡、横町、賀田を除く全域

黒 石 市 一円
青 森 市 大字荒川の区域

平 川 市
大光寺、本町、光城、小和森、荒田、町居、館田、苗生松、松崎、松館、館山、杉館、
柏木町、吹上、高畑、沖館、石郷、大坊、岩館、原田、石畑、小杉、四ツ屋、唐竹、
新館、広船、小国、切明、葛川、新屋、尾崎、平田森、金屋、南田中、李平、高木、
尾上、新屋町、原、猿賀、中佐渡、長田、八幡崎、西野曾江、日沼、蒲田、新山

南津軽郡大鰐町 大字八幡館、鯖石

南津軽郡藤崎町 大字常盤、若松、榊、徳下、三ツ屋、福島、水木、久井名舘、富柳、福舘、増館、
郷山前

北津軽郡板柳町 一円
南津軽郡田舎館村 一円

７．沿革・あゆみ

平成20年７月１日
黒石市、津軽みなみ、津軽尾上、常盤村、津軽石川、いたやなぎの６ＪＡが合併し、
「津軽みらい農業協同組合」として役員33名(理事23名、監事10名)、職員551名
により１室７部制(監査室、総務部、金融部、共済部、青果部、米穀部、営農部、購
買部)、14支店設置により発足。

平成20年８月15日 県内初となる移動金融店舗車両「“ふれあい”ちょきんぎょ号」の営業を開始。
平成21年３月８日 組合員経営安定緊急対策支援金２億7,428万円を交付。
平成21年３月10日 津軽みらい農協女性部設立総会を開催。
平成21年３月31日 津軽みらい農協青年部設立総会を開催。

平成21年４月１日 機構を一部変更。
※米穀部特別販売課、購買部営農経済渉外課を廃止し、購買部購買事務課を新設。

平成21年４月１日 参事制を導入。

平成21年８月20日
ＪＡみらいサミットへ初参加。
〔全国ＪＡ名称みらい冠名交流会議…当ＪＡの他、東京みらい・きたみらい（北海
道）・伊達みらい（福島県）・千葉みらい・新潟みらい・兵庫みらいの７ＪＡ〕

平成21年９月19日 第一次協同活動強化三ヵ年計画策定。（平成21年度～23年度）
※総代会において承認

平成22年３月20日 ＪＡ縁結び事業開始に伴い、第１回目イベント開催。

平成22年３月23日 産直センターひらか増築。
※増築面積:320.9㎡(下屋部分含) 総事業費:7,595万円(うち補助金4,883万円)

平成22年３月25日 黒石中央りんごセンター新設。
※建物延面積:8,971.2㎡ 総事業費:15億2,624万円(うち補助金6億9,878万円)

平成22年４月７日 農業後継者育成事業｢ＪＡみらい塾｣開校。

平成22年６月25日 第一次農業振興計画策定。(平成22年度～24年度）
※毎期4,500万円の助成措置を実施

平成22年８月26日 当ＪＡのシンボルマーク制定。

平成22年11月末 貯金残高800億円達成。
平成23年２月９日～12日 第１回ＪＡみらいの翼「台湾４日間の旅」。（180名参加）
平成23年４月１日 ＴＡＣ活動開始。〔タック…地域農業の担い手に出向くＪＡ担当者の愛称〕

平成23年11月１日 尾上特産物直売所増改築。
※増築面積:43.06㎡(他駐車場拡張面積205.02㎡) 総事業費:2,698万円(うち補助金1,349万円)

平成24年１月25日
青森県農協経営基盤強化総合対策事業が平成24年3月31日をもって終結するにあ
たり、期限の利益がある債権については、当ＪＡへ債権移行することを応諾する。
［債権移行者21名、債権額103,080千円、貸倒引当金額61,830千円］



81

平成24年２月24日～27日 第２回ＪＡみらいの翼「沖縄離島７島めぐり」。（150名参加）

平成24年３月30日

平川カントリーエレベーターを新設。(平賀･尾上ＣＥ、新屋･尾上･石川ＲＣを集約）
※機械室棟:延床面積1,282.82㎡、出庫用トラックスケール棟:延床面積42.47㎡、
湿式集塵装置:延床面積64.13㎡、汚泥堆積場:延床面積75.00㎡、
貯蔵サイロ:鋼板製500トン×16基
総事業費:21億5,000万円(うち補助金14億2,868万円)

平成24年４月１日

機構を一部変更。
○購買部の生活資材課に購買事務課業務を移管し、3課体制とした。
○営農部の営農指導課と営農振興課業務を統合し、課名を営農課とし、課業務を
営農企画・営農指導・ＴＡＣ班とした。
○新設の平川カントリーエレベーターにおいて、平賀・尾上・石川販売センター
の米穀施設業務を行うこととした（集約・一元化）。また、各販売センターの米
穀精算業務を米穀畜産課に集約し、黒石販売センター・平賀販売センターに米
穀施設管理業務を担当する米穀係を設置した。
○青果部・米穀部の６販売センター業務の指揮・監督を強化するため、黒石・常
盤・板柳販売センターの３つの販売センターを指揮・監督する北地区販売セン
ター長を、黒石販売センターに配置。また、平賀（田舎館含む）・尾上・石川販
売センターを指揮・監督する南地区販売センター長を平賀販売センターに配置
した。

平成24年７月30日

平川低温農業倉庫を新設。
※延床面積：1,845.30㎡（建設面積1,806.50㎡）
うち低温倉庫992.31㎡、検査場609.69㎡、荷捌き場202.50㎡、
管理室等40.80㎡
収容能力：55,104袋（30㎏）事業費：１億9,200万円

平成24年９月27日
役員改選に伴い体制の変更。
※常勤理事６名から５名へ、女性理事２名、監事10名から９名へ。
第二次協同活動強化三ヵ年計画策定。(平成24年度～26年度）※総代会において承認

平成25年１月１日 黒石市より黒石市りんごＣＡ貯蔵施設及びフォークリフト３台譲受（無償）。
評価額：建物１億9,155万円、フォークリフト23万円

平成25年１月24日 ＪＡ南さつまとの「北と南の交流協定」締結。

平成25年２月７日 女性農業後継者の「女子会」を初めて開催。

平成25年２月28日～３月５日 第３回ＪＡみらいの翼「永遠のリゾートハワイ６日間」。（248名参加）

平成25年４月１日
機構を一部変更。
○金融部の金融推進課と資金運用課を統合し、課名を金融課とした。
○共済部の共済推進課と共済事務課を統合し、課名を共済課とした。

平成25年５月16日 次世代を担う女性リーダー育成を目的としたＪＡ女性大学｢みらいカレッジ｣開講。

平成25年６月30日 固定比率103％達成。（合併時83%）

平成25年７月18日 第二次農業振興計画策定。（平成25年度～27年度）
※毎期5,000万円の助成措置を実施

平成26年３月１日～５日 第４回ＪＡみらいの翼｢微笑みの国タイ・バンコク５日間」。（212名参加）

平成26年５月31日 常盤ライスセンター廃止。

平成26年６月末 平成25年度受託販売品販売高220億円達成。

平成27年２月19日～23日 第５回ＪＡみらいの翼｢カンボジア・アンコールワット５日間」。（163名参加）

平成27年７月31日
セルフくろいしサービスステーションを新設。
※監視棟:延床面積206.25㎡、キャノピー棟:188㎡
ガソリン・軽油計量機２機、灯油計量機１機、最新式ドライブ洗車機１機
事業費１億8,714万円
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平成27年９月18日 第三次協同活動強化三ヵ年計画策定。(平成27年度～29年度)※総代会において承認

平成28年２月17日～21日 第６回ＪＡみらいの翼「台湾５日間」。（170名参加）

平成28年８月８日
種子センターを新設。
※建築床面積：953.26㎡
貯留タンク構造面積：118.31㎡ 総事業費：６億668万円(うち補助金３億334万円)

平成28年９月21日 第三次農業振興計画策定。（平成28年度～平成30年度）
※毎期5,000万円の助成措置を実施

平成29年２月８日～12日 第７回ＪＡみらいの翼｢香港・マカオ５日間」。（126名参加）

平成29年４月１日 機構を一部変更。
※青果部において、各販売センターの精算・経理業務を行うこととした(集約・一元化)。

平成29年10月3日 移動金融店舗車輌リニューアル「みらい号」の営業を開始。

平成29年12月29日 機構を一部変更。
営農経済本部を本店へ移転（事務効率の向上・決裁業務の迅速化）。

平成30年２月２日～６日 第８回ＪＡみらいの翼｢ベトナムハノイ５日間」。（140名参加）

平成30年４月１日

機構を一部変更。
※主な変更点
○貸出担当部署と審査部署を分離し、融資管理課を新設。
〇事故相談課を廃止し、共済部を共済企画推進課と共済事務課とした。
〇北米穀センター・南米穀センターを主要部署とし、米部門を米穀部直結とした。
〇各販売センターを青果センターとし、青果部直結とした。

平成30年８月24日

北カントリーエレベーターを新設。（黒石・田舎館・常盤地区を集約）
※機械室棟：延床面積1,021.96㎡、出庫用トラックスケール棟：延床面積42.47㎡、
堆積庫棟：延床面積78.02㎡、籾殻集塵棟：延床面積329.20㎡、
貯蔵サイロ：鋼板製450トン×12基
総事業費：17億2,500万円（うち補助金８億2,150万円）

平成30年９月21日 第四次協同活動強化四ヵ年計画策定。(平成30年度～令和３年度）※総代会において承認

平成31年２月15日～19日 第９回ＪＡみらいの翼「シンガポール５日間」。（104名参加）

平成31年４月１日

機構を一部変更。
※主な変更点
〇営農部及び購買部を統合し、営農購買部とした。
〇生産資材課と生活資材課を統合し、購買課とした。
〇りんご課と野菜課を統合し、りんご野菜課とした。
〇ＴＡＣ部門を廃止し、ＴＡＣ機能については各グリーンセンターの営農指導員
が担う。

令和１年９月20日 第四次農業振興計画策定。（令和元年度～３年度）
※毎期3,000万円の助成措置を実施
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８．店舗等のご案内
○店舗一覧

店 舗 名 住 所 電話番号 ATM設置台数

本 店 平川市本町北柳田23-8 (0172)44-6082

黒 石 基 幹 支 店 黒石市一番町26 (0172)52-5111 １台

山 形 支 店 黒石市大字牡丹平字福民12-4 (0172)52-4151 １台

六 郷 支 店 黒石市大字赤坂字東池田93-1 (0172)52-3373 １台

浅 瀬 石 支 店 黒石市大字浅瀬石字村上182-2 (0172)52-4171 １台

平 賀 基 幹 支 店 平川市本町北柳田23-8 (0172)44-2635 １台

新 屋 支 店 平川市尾崎稲元76 (0172)44-2625

竹 館 支 店 平川市唐竹苺原190-1 (0172)44-3026

葛 川 支 店 平川市葛川大川添27-5 (0172)55-2244

田舎館基幹支店 南津軽郡田舎館村大字田舎舘字中辻145-1 (0172)58-2211 １台

尾 上 基 幹 支 店 平川市原大野36-1 (0172)57-3511 １台

常 盤 基 幹 支 店 南津軽郡藤崎町大字常盤字一西田11 (0172)65-3111 １台

石 川 基 幹 支 店 弘前市大字石川字家岸45-3 (0172)92-3311 １台

板 柳 基 幹 支 店 北津軽郡板柳町大字福野田字実田92-1 (0172)73-2231 １台

沿 川 支 店 北津軽郡板柳町大字夕顔関字西田61-1 (0172)77-2011

○店舗外ＡＴＭ設置一覧

設置場所名 ATM設置台数
●黒石地区
食材センター（旧追子野木出張所） １台
セルフくろいしサービスステーション １台

●平賀地区
平賀基幹グリーンセンター １台
松崎工業団地交差点 １台

●田舎館地区
田舎館基幹グリーンセンター １台

●尾上地区
尾上特産物直売所 １台

●石川地区
サンフェスタいしかわ（道の駅） １台

●板柳地区
旧小阿弥給油所跡地 １台

（注）本店の電話番号は、金融部直通電話番号です。
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＜組合単体開示項目 農業協同組合施行規則第２０４条関係＞

開示項目 ページ

●概況及び組織に関する事項

○業務の運営の組織 76

○理事及び監事の氏名及び役職名 77

○事務所の名称及び所在地 83

○特定信用事業代理業者に関する事項 80

●主要な業務の内容

○主要な業務の内容 19～27

●主要な業務に関する事項

○直近の事業年度における事業の概況 4
○直近の５事業年度における主要な業務の
状況
・経常収益（事業の区分ごとの事業収益及
びその合計） 46

・経常利益又は経常損失 46

・当期剰余金又は当期損失金 46

・出資金及び出資口数 46

・純資産額 46

・総資産額 46

・貯金等残高 46

・貸出金残高 46

・有価証券残高 46

・単体自己資本比率 46

・剰余金の配当の金額 46

・職員数 46

○直近の２事業年度における事業の状況

◇主要な業務の状況を示す指標

・事業粗利益及び事業粗利益率 46
・資金運用収支、役務取引等収支及びそ
の他事業収支 46

・資金運用勘定及び資金調達勘定の平
均残高、利息、利回り及び総資金利ざ
や

47

・受取利息及び支払利息の増減 47
・総資産経常利益率及び資本経常利益
率 65

・総資産当期純利益率及び資本当期純
利益率 65

◇貯金に関する指標
・流動性貯金、定期性貯金、譲渡性貯金
その他の貯金の平均残高 48

・固定金利定期貯金、変動金利定期貯金
及びその他の区分ごとの定期貯金の
残高

48

◇貸出金等に関する指標
・手形貸付、証書貸付、当座貸越及び割
引手形の平均残高 48

・固定金利及び変動金利の区分ごとの
貸出金の残高 49

開示項目 ページ
・担保の種類別(貯金等、有価証券、動
産、不動産その他担保物、農業信用基
金協会保証、その他保証及び信用の
区分をいう。)の貸出金残高及び債務
保証見返額

49

・使途別（設備資金及び運転資金の区分
をいう。）の貸出金残高 50

・主要な農業関係の貸出実績 51
・業種別の貸出金残高及び当該貸出金
残高の貸出金の総額に対する割合 50

・貯貸率の期末値及び期中平均値 65

◇有価証券に関する指標
・商品有価証券の種類別（商品国債、商
品地方債、商品政府保証債及びその
他の商品有価証券の区分をいう。）
の平均残高

55

・有価証券の種類別（国債、地方債、短
期社債、社債、株式、外国債券及び外
国株式その他の証券の区分をいう。
次号において同じ。）の残存期間別
の残高

55

・有価証券の種類別の平均残高 55

・貯証率の期末値及び期中平均値 65

●業務の運営に関する事項

○リスク管理の体制 14～16

○法令遵守の体制 16

○苦情処理措置及び紛争解決措置の内容 16～17
○中小企業の経営の改善及び地域の活性化
のための取組の状況 13

●組合の直近の２事業年度における財産の状
況
○貸借対照表、損益計算書及び剰余金処分
計算書又は損失金処理計算書 28～29,42

○貸出金のうち次に掲げるものの額及びそ
の合計額
・破綻先債権に該当する貸出金 52

・延滞債権に該当する貸出金 52

・３ヵ月以上延滞債権に該当する貸出金 52

・貸出条件緩和債権に該当する貸出金 52
○元本補てん契約のある信託に係る貸出金
のうち破綻先債権、延滞債権、３ヵ月以上
延滞債権及び貸出条件緩和債権に該当す
るものの額ならびにその合計額

52

○自己資本の充実の状況 66～75
○次に掲げるものに関する取得価額又は契
約価額、時価及び評価損益
・有価証券 55

・金銭の信託 55

・デリバティブ取引 55

・金融等デリバティブ取引 55

・有価証券店頭デリバティブ取引 55

○貸倒引当金の期末残高及び期中の増減額 54

○貸出金償却の額 54
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＜自己資本の充実の状況に関する開示項目＞

●単体における事業年度の開示事項 ページ

○定性的開示事項

・自己資本調達手段の概要 18

・組合の自己資本の充実度に関する評価方法の概要 18

・信用リスクに関する事項 14～16,69

・信用リスク削減手法に関するリスク管理の方針及び手続の概要 73

・派生商品取引及び長期決済期間取引の取引相手のリスクに関するリスク管理の方針及び手続
の概要 74

・証券化エクスポージャーに関する事項 74

・オペレーショナル・リスクに関する事項 15

・出資その他これに類するエクスポージャーに関するリスク管理の方針及び手続の概要 74

・金利リスクに関する事項 75

○定量的開示事項

・自己資本の構成に関する事項 66～67

・自己資本の充実度に関する事項 68～69

・信用リスクに関する事項 69～72

・信用リスク削減手法に関する事項 73

・派生商品取引及び長期決済期間取引の取引相手のリスクに関する事項 74

・証券化エクスポージャーに関する事項 74

・出資その他これに類するエクスポージャーに関する事項 74

・金利リスクに関して組合が内部管理上使用した金利ショックに対する損益又は経済的価値の
増減額 75




